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ＮＥＤＯにおけるＰＯについて

平成１８年３月１４日
ＮＥＤＯ技術開発機構

ｼﾆｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬｰ 宮田 清藏（ＰＤ）

ＰＯ 岡路 正博、ＰＭ 佐藤 春樹

ＪＳＴ・ＰＯ国内セミナー
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平成1７年度研究開発事業予算

約１，４１３ 億円

ＮＥＤＯ技術開発機構の
組織と研究開発事業予算

組織 役職員 約１，３００人
うち固有職員約６５０人

93

1,320

競争的研究資金 　　　　　　　　　

中長期・ハイリスクの研究開発、
実用化・企業化促進事業　　等
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ｴﾈﾙｷﾞｰ

332

新製造

44
境界

・融合

108

環境

179
ﾅﾉ材料

117

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

165

情報通信

214

平成17年研究開発事業予算
約1,413億円

中長期・ﾊｲﾘｽｸの研究開発、実
用化・企業化事業等
約1,320億円の内訳

93

1,320

競争的研究資金　　　　　　　　　　

中長期・ハイリスクの研究開発、
実用化・企業化促進事業　　等

中長期・ﾊｲﾘｽｸの研究開発事業
約1,186億円の内訳

134

1,186

中長期・ハイリスクの研究開発事業

実用化・企業化促進事業（除く大学発）

研究開発事業予算の内訳



4

事業のスキーム
民間事業者と大学等が連携して行う研究開発テーマに対し、技術移転を扱う

組織を通じて研究開発費を助成

公募

応募

採択・助成金交付

民間事業者
（資金提供事業者）

民間事業
（事業家実施
事業者）＊１

ＮＥＤＯ

外部有識者
による評価

技術移転を扱う
組織（ＴＬＯ等）

＊１：資金提供事業者又は、資金提
供事業者が指定する事業者

資金提供事業者の提供
する研究費等の２倍を限
度として助成

研究費等

シーズ

マッチング

研究成果
(特許等）

研究開発
費

大学等

（実用化研究開発）

ニーズ

技術移転

＊Ｆ／Ｓは、資金提供事業者が中小企業のみ提案可

大学発事業創出実用化研究開発事業(2)
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審査スキーム審査スキームと評価サイクルと評価サイクル

ピアレビュー（事前評価）ピアレビュー（事前評価）

技術評価 3名 事業化評価 3名

レビュアは、約５０００人のデータベースより
選択（事前公表）

提案審査委員会（10名）

①書面評価

②ヒアリング、審査委員会

技術、事業化双方の有識者により構成（事後
公表）

ヒアリングによる順位の変動あり

大学発事業創出実用化研究開発事業(3)

中間評価中間評価

事後評価事後評価

追跡調査追跡調査

３年物のテーマについては２年目の後半、２年物のテーマについ
て１年目の後半に評価を実施。継続の可否等を判断。

助成期間終了の翌年度に評価

助成期間終了後５年間、事業化状況等を調査

プログラムオフィサーの役割は産業技術研究助成事業と同様
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組織規程

• 第７条第２項

– プログラムマネージャー（ＰＭ）：特定分野の研究開発の企
画及び運営について、産業技術等に係わる国の政策、内
外の動向等を踏まえた高度な専門的調整を行う。

• 第８条第４項

– プログラムオフィサー（ＰＯ）：産業技術の研究助成に係わ
る企画、運営及び評価を専門的見地から総括する。
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ＰＭの役割とは？
ＮＥＤＯの組織規定から具体的な役割を考えてみた

• （風穴）外部情報の注入による組織・プロジェクトの健全性確保
– 様々な外部機関・現場にＰＭが出向き組織間の横のつながりおよび現場との整合性

を確保する。
– 産学官の風通しと将来の方向を見据えた情報提供を実施する。
※ 大局的視点から産学官の信頼関係を築くよう努力する。

• （感性）組織内部・外部を問わずアンテナを張る役割
– 特に組織内部の健全性確保をはかる。
– 関係者が袋小路に留まらないように感性を啓発する。
※ プロジェクトの現状に干渉するのではなく、方向性に関して提案を行う。

• （協働）プロジェクトの円滑で効率的で本質的な遂行を補助
– 高所からプロジェクトの展開・創成アドバイスを行う。
– 未来技術ビジョン協働創成

• 様々な分野のロードマップあるいはそれに類するものを理解し、関連組織との
協働により、お互いのプロジェクトが効果的に共鳴し合う環境づくりを目指す。

※ 産学官の三重点として全方位的調整を行う。
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風穴：外部情報の注入による組織・
プロジェクトの健全性確保

• 様々な現場にＰＯが出向き組織間の横のつながりを確保する。

– 大学・学会（ＮＥＤＯプロジェクトの直接的な担当者ではない立場での情報収集）

– 企業・工業会・協会（支援のあり方など産業界の要望把握）

– 官（外部ＰＯとの連携・ＮＥＤＯ内部他部署・他省庁・地方の意志把握）

– 海外（技術開発に関する国際戦略の核となる調査・調整）

• 産学官の風通しと将来の方向を見据えた情報提供を実施する。

– 他分野との融合・コラボレーションによる統合システム戦略

– 高所の視点からのアドバイス
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感性：組織内部・外部を問わずアンテナを張る役割

1. 専属職員とのコラボレーション
– プロジェクト運営に効率よく対応できる組織運営について意見交換を行い部署内の現状把握に

努める。（長期的視点による組織運営の向上）

2. 会社からの出向者とのコラボレーション
– ＮＥＤＯにいる時間的なブランクは、研究や技術の第1線で活躍していた者にとって大きな精神

的負担となる。出向者のメリット創成が好循環を生み出す。
– （提案例）出向者が企業の視点ではできない国家および国際的視点から研究および技術的先

端研究・技術開発調査ができるような環境整備はどうか。
• 海外調査などある程度自由な予算を与えて独自プロジェクトを実施する。
※ 「ＰＯが100万円×３０位の予算をもって色々とＦＳをやる」

（業務改善タスクフォースワーキング・グループ①（研究開発マネジメント高度化）成果報告
書、平成17年6月、36頁）

3. 役割分担と対等性がバランスする環境づくり
– ＰＬ＋ＮＥＤＯ職員＋プロジェクト実行者が役割分担を明確にして、発展的な意見のやりとりが

可能となる環境創成に努める。（プロジェクトの発展的先導を可能とする環境創成）
– ＰＤ、ＰＬ、ＰＭ、ＰＯの役割分担を明確にすべき。
– 若い研究・技術者のエネルギー注入にもっと積極的であるべき。

• プロジェクトリーダーの重要性は認識する。
• 一方で、未来の成功者である若い研究者および技術者の意見を取り込む機会の創設が

考えられる。
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協働：プロジェクトの円滑で効率的で本質的な遂行の補助

1. ロードマップにおける位置づけを伝え、期待する研究成果を導く

• 研究の展開、方向性、研究組織、研究プロセス、研究成果について一緒になって考え
提案（アドバイス）を行う。

2. プロジェクトは成功するとは限らないという前提でのアドバイス

• ＰＭが担当者と一緒になってプロジェクトの問題解決の努力を行う。
• 中間検査における英断：期間（打ち切りを含む）や予算の変更などＮＥＤＯ担当者の役

割は大きくその重要性は高い。ＰＭは現場に出向いて調整を図り、ＮＥＤＯ担当者の
判断にアドバイスする。

3. 産学官担当者の信頼関係を確保する努力

• プロジェクトの効率的遂行には信頼関係が大切である。信頼関係が崩れたときに無
駄な業務が発生する。

• 書き直しなどをお願いする場合には、その理由を丁寧に説明してトップダウン的な指
示ではなくお互いの了解のもとに行われることを心掛けたい。
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例えば下記の話題についてＰＭが組織間連携のもとに情報交換するのはどうか
産官学の情報収集・調整が可能な立場を利用してできることがあるのではないか

1. 国民が明るい未来技術社会ビジョンをもてること
（提案例： 循環型社会；水素社会；ＣＯ２産業）

‐ 子供達が、未来技術によって、生き残り、戦闘ゲームなどを行うのではなく、
鉄腕アトムや宇宙など、夢のある未来技術にあこがれるようになる文化支援型技術開発
の宣伝を行う

2.      若者が科学技術研究・技術者になる純粋な憧れと誇りをもてること
（提案例： 博士課程学生支援（国際技術者育成）メカニズム）

‐ 「末は博士か大臣か」の復活
‐ 博士取得を目指すことができる社会システム

3.      研究・技術者が先端および熟練技術を駆使できる創造的デザイン・生産環境
（提案例： ＤＭ（デザイン・マニュファクチャリング）工房）

‐ 多種多様な試験的製造環境と計測評価環境を可能とする
‐ 高度で高価な最新設備の共有施設の必要性： 効率的（デザイン＋試作品製造＋評価）

の支援
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参考１：NEDO技術開発機構の今後の運営方針
～研究開発事業等に関して～、平成17年5月から

• 下記の目標を達成することを念頭に、我が国における研究開発の戦略的展開
を図るためのアドバイス

– 新技術の市場化
– エネルギーの安定供給・地球環境問題の解決に貢献

• 「選択と集中」、「産学官の総力」、「現場主義」、「成果を上げるNEDO」

• 産業技術の市場化戦略
– エネルギーの安定供給
– 地球環境問題の解決

• 長期を睨んだ困難な技術開発課題にも先見性をもって取り組む
• 前例にとらわれず機動的かつ柔軟に事業展開を行う
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参考２：ＮＥＤＯ研究開発マネジメントガイドライン
ver.1(暫定版)、平成１８年１月２６日

研究開発マネジメントガイドライン策定タスクフォース

• ＮＥＤＯは、「産学官の総力を結集して優れた研究成果を産み出すための高度な研究
開発マネジメント機能を提供する」ことを重要なミッションとしている。

• ガイドラインの目的
– ＮＥＤＯミッションの遂行

• 高度な研究開発マネジメント機能の維持・向上

– システマティックな議論の土台構築
• 新たな知見・反省の体系的な蓄積と共有

– 出向者の即戦力醸成とノウハウの組織への蓄積
• ＮＥＤＯの人材構成の特性への対応

• ＰＤＳサイクル
– Plan（基本計画・実施方針）+Do（事業原簿）+See（評価報告書；アカウンタビリティ）
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固体高分子形燃料電池次世代技術開発プロジェクト

１．個別的「事前説明」公募開始前１ヶ月間

２．公募開始後、公募説明会 （大阪、川崎）

３．審査、外部委員による書面審査（燃料電池や水素シス関する研究は、
プレイヤーを増やすために今までその分野の研究をしていなくても申
請の良いプロジェクトを助成するよう心懸けた。したがって分かり難い
部分はメールにて質疑応答を行った。）

４．契約・助成審査委員会で助成案件を決定

（公募〆切から決定通知まで４５日以内）
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５．研究開始前に研究計画発表会、研究開発のねらい、研究
方針を開示

６．中間ヒヤリング（研究推進へのエンカレジメント、特許申請
のアドバイス）

７．研究成果発表会

８．シーズ懇話会

大学・公的研究機構 研究者１０名程度がその分野の 企業
の研究開発リーダーレベル（２０名程度）に対して ポスター
発表、その場で企業のニーズも知ることができる。個人的
ネットワークの構築。

９．産学公共同研究からナショナルプロジェクトへ
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NEDO技術開発機構

智慧をつけるNEDO PM、POの役割

成果を挙げるNEDO
利用しやすいNEDO

国民に信頼されるNEDO
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参考３：総合科学技術会議
（２００５年１２月２７日開催）

• ポイントとしては、以下の３つ。

①社会・国民への成果還元

②人材育成

③政府研究開発投資の設定（２５兆円）

①については、科学技術が何を目指すのかを分かりやすくするための成果目標を
設定。

②については、「モノから人へ」をスローガンに、単なるインフラ整備ではなく、人材
育成に重点を置いた投資を行う。

③については、財政事情が厳しい中、最終的に科学技術の重要性が認められ、ま
た第２期（２４兆円）を超える額となった。効果的な投資を行う。
「選択と集中」のために、分野別の推進戦略の策定に取りかかる。


